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España

Italiana

最
初
に
訪
れ
た
の
は
ス
ペ
イ
ン
・
バ
ル

セ
ロ
ナ
に
拠
点
を
置
くC

lade

（
ク
ラ
デ
）

グ
ル
ー
プ
のS

uara
（
ス
ア
ラ
）
協
同
組

合
と
い
う
組
織
で
、
介
護
を
中
心
に
事
業

を
展
開
し
て
い
ま
す
。C

lade
に
は
11
の

組
織
が
傘
下
に
あ
り
、
４
０
０
０
人
が
働

い
て
い
ま
す
。S

uara

に
は
１
８
０
０
人

が
働
き
、
内
80
％
が
女
性
で
す
。
そ
の
誕

生
は
今
か
ら
三
十
年
前
、
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ

州
か
ら
北
に
１
０
０
キ
ロ
離
れ
た
ジ
ロ
ナ

と
い
う
町
で
45
歳
以
上
の
仕
事
の
無
い
女

性
10
人
が
、
脳
に
障
害
を
持
っ
た
人
や
知

的
障
害
者
の
た
め
に
事
業
を
興
し
た
の
が

始
ま
り
だ
そ
う
で
す
。
障
害
者
が
普
通
の

生
活
を
送
る
に
は
働
く
場
が
必
要
で
あ
り
、

そ
れ
は
セ
ラ
ピ
ー
に
も
役
立
つ
は
ず
だ
と

い
う
考
え
か
ら
で
す
。
そ
し
て
現
在
で
は

カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
州
の
10
％
が
会
員
と
な
る

ま
で
に
発
展
し
ま
し
た
。

こ
の
度
、
黒
河
労
福
協
会
長
を
団
長
に
総
勢
15
名
で
、
９
月
16
日
か
ら
22
日
に
か
け
て

第
21
次
労
福
協
海
外
労
働
者
福
祉
事
情
視
察
団
と
し
て
ス
ペ
イ
ン
と
イ
タ
リ
ア
の
協
同
組

合
と
労
働
組
合
を
訪
問
し
て
き
ま
し
た
。

今
回
の
訪
問
が
欧
州
に
至
っ
た
経
緯
は
、
国
連
が
２
０
１
２
年
を
国
際
協
同
組
合
年
に

定
め
た
こ
と
も
あ
り
、
取
り
組
み
が
進
ん
で
い
る
欧
州
の
協
同
組
合
を
中
心
に
し
ま
し
た
。

協
同
組
合
は
、
19
世
紀
に
欧
州
で
始
ま
り
、
現
在
で
は
世
界
の
協
同
組
合
の
連
合
組
織

で
あ
る
Ｉ
Ｃ
Ａ
（
国
際
協
同
組
合
同
盟
）
に
は
96
カ
国
が
加
盟
し
て
お
り
、
関
連
す
る
組

合
員
数
は
全
世
界
で
10
億
人
に
も
の
ぼ
り
ま
す
。
国
連
が
国
際
協
同
組
合
年
に
定
め
た
背

景
は
、
２
０
０
７
年
の
世
界
的
な
食
糧
危
機
、
２
０
０
８
年
の
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
以

降
の
金
融
危
機
、
欧
州
の
債
務
危
機
に
対
し
て
、
協
同
組
合
が
経
済
シ
ス
テ
ム
の
安
定
化

に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
こ
と
に
よ
り
ま
す
。

S
uara

協
同
組
合

C
ataluña

(E)

クラデ協同組合意見交換

スペイン労働総同盟

次
に
訪
れ
た
の
が
ス
ペ
イ
ン
で
最
も
大

き
い
組
合
で
あ
る
ス
ペ
イ
ン
労
働
総
同

盟
（
Ｕ
Ｇ
Ｔ
）
で
、
日
本
の
連
合
に
あ
た

り
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
業
種
で
構
成
さ
れ
、

カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
州
の
構
成
組
合
員
数
は
約

13
万
人
に
な
り
ま
す
。
ス
ペ
イ
ン
は
欧
州

で
は
最
も
失
業
率
が
高
い
国
の
一
つ
で
、

失
業
率
は
全
体
で
24
％
と
過
去
最
高
の
水

準
で
推
移
、
若
年
層
に
至
っ
て
は
50
％
に

の
ぼ
り
ま
す
。
こ
こ
ま
で
雇
用
環
境
が
悪

化
し
た
背
景
は
、
ユ
ー
ロ
の
導
入
に
よ
る

不
動
産
バ
ブ
ル
の
影
響
が
大
き
く
、
失
業

率
も
今
年
中
に
25
％
を
超
え
る
だ
ろ
う
と

話
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
ス
ペ
イ
ン

ス
ペ
イ
ン
労
働
総
同
盟

España

海外福祉事情視察報告
副団長　林田　博史（JAM東京千葉 県連会長）

労福協第21次
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スペイン労働総同盟での意見交換

レガコープでの意見交換

レガコープの構成団体

政
府
は
、
歳
出
削
減
と
労
働
者
の
賃
金
を

減
ら
す
こ
と
で
欧
州
中
央
銀
行（
Ｅ
Ｃ
Ｂ
）

か
ら
の
追
加
支
援
を
受
け
る
こ
と
で
債
務

危
機
を
乗
り
切
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
政
府
は
労
働
改
革
に
も
着
手
し
は
じ

め
、
30
年
間
積
み
上
げ
て
き
た
事
が
無
に

な
り
つ
つ
あ
る
と
い
い
ま
す
。
こ
れ
に
対

し
て
労
働
組
合
は
、
経
済
が
悪
化
す
る
以

前
か
ら
モ
ノ
づ
く
り
だ
け
で
な
く
、
バ
イ

オ
な
ど
の
研
究
開
発
に
力
を
入
れ
雇
用
創

出
の
た
め
の
政
策
提
言
を
し
た
が
、
政
府

も
国
民
も
聞
く
耳
を
持
た
な
か
っ
た
そ
う

で
す
。
現
在
は
失
業
と
イ
ン
フ
レ
の
同
時

進
行
で
大
き
な
ジ
レ
ン
マ
を
抱
え
て
い
ま

す
。

日
本
に
い
て
ス
ペ
イ
ン
か
ら
流
れ
る

ニ
ュ
ー
ス
と
い
え
ば
、
緊
縮
財
政
に
反
対

す
る
大
規
模
デ
モ
や
不
動
産
バ
ブ
ル
後
に

住
宅
ロ
ー
ン
が
払
え
ず
、
自
宅
を
差
し
押

さ
え
ら
れ
る
市
民
の
様
子
ば
か
り
で
す
。

日
本
人
現
地
ガ
イ
ド
か
ら
聞
い
た
話
で
は
、

国
が
潰
れ
る
と
い
う
の
に
、
サ
ッ
カ
ー
場

や
ク
ラ
シ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト
は
い
つ
も
満

席
だ
そ
う
で
す
。
車
の
保
有
率
も
高
く
、

持
ち
家
比
率
も
80
％
で
そ
の
内
40
％
は
セ

カ
ン
ド
ハ
ウ
ス
を
持
っ
て
い
ま
す
。
で
は

な
ぜ
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
可
能
な
の
か
と

い
う
と
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
20
％
程
度
の
地
下
経

済
の
存
在
が
あ
り
ま
す
。
失
業
者
で
あ
っ

て
も
実
際
は
地
下
経
済
に
お
け
る
経
済
活

動
に
従
事
し
て
い
る
と
み
ら
れ
ま
す
。
日

本
の
地
下
経
済
の
規
模
は
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
10
％

前
後
あ
る
と
み
ら
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、

イ
タ
リ
ア
の
そ
れ
は
30
％
を
超
え
る
と
い

い
ま
す
。
そ
の
動
機
と
し
て
大
き
い
の
は

税
金
や
社
会
保
障
負
担
を
回
避
す
る
た
め

で
す
。

レ
ガ
コ
ー
プ

Italiana

最
後
に
訪
れ
た
の
は
イ
タ
リ
ア
・
ロ
ー

マ
に
あ
るLegacoop

（
レ
ガ
コ
ー
プ
・

全
国
協
同
組
合
・
共
済
組
合
連
盟
）
と
い

う
労
働
者
協
同
組
合
で
す
。
レ
ガ
コ
ー
プ

は
１
８
０
０
年
代
に
発
足
し
、
20
の
州
に

そ
れ
ぞ
れ
本
部
が
あ
り
、
従
業
員
数
は

47
万
に
の
ぼ
り
ま
す
。
こ
の
経
済
危
機
に

お
い
て
も
失
業
が
増
え
る
中
、
協
同
組
合

組
織
だ
け
は
例
外
で
あ
っ
た
と
い
え
ま
す
。

イ
タ
リ
ア
で
は
協
同
組
合
に
社
会
的
機
能

が
憲
法
上
で
も
認
め
ら
れ
、
協
同
組
合
運

動
と
協
同
組
合
法
制
が
相
互
に
発
展
し
て

き
た
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
法
律
に
よ
れ
ば

協
同
組
合
は
社
会
的
弱
者
を
全
体
の
30
％

以
上
雇
用
す
れ
ば
、
税
制
優
遇
が
受
け
ら

れ
、
社
会
保
険
料
の
免
除
が
行
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
破
綻
し
た
企
業
を
国
か
ら
の
基
金

で
従
業
員
が
そ
の
所
有
権
を
買
い
取
り
、

労
働
者
協
同
組
合
に
転
換
す
る
こ
と
に
よ

り
雇
用
促
進
が
図
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
に
し
て
イ
タ
リ
ア
で
は
協
同
組
合

に
対
し
て
民
間
と
の
競
争
力
を
側
面
か
ら

支
え
て
い
ま
す
。

❖　
　

❖　
　

❖

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
今
回
の
視
察
研

修
で
債
務
危
機
に
直
面
す
る
ス
ペ
イ
ン
、

イ
タ
リ
ア
を
訪
問
し
大
変
勉
強
に
な
り
ま

し
た
。
こ
の
経
験
を
今
後
の
労
働
運
動
、

福
祉
活
動
に
活
か
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
団
員
を
派
遣
し
て
い
た
だ
い
た
関

係
団
体
な
ら
び
に
添
乗
い
た
だ
い
た
日
通

旅
行
の
古
門
さ
ん
に
心
か
ら
感
謝
い
た
し

ま
す
。
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第
59
回
千
葉
県
勤
労
者
美
術
展

を
、
９
月
４
日
～
９
日
の
６
日
間

に
わ
た
り
、
千
葉
県
立
美
術
館
に

於
い
て
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
今

年
は
例
年
よ
り
も
出
品
数
は
少
な

か
っ
た
も
の
の
力
作
ぞ
ろ
い
で
、

開
催
期
間
中
に
は
多
く
の
方
が
会

場
を
訪
れ
鑑
賞
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
最
終
日
の
９
日
に
は
、

表
彰
式
な
ら
び
に
審
査
員
の
先
生

に
よ
る
講
評
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

講評（書） 講評（絵画）

講評（写真）

千
葉
県
勤
労
者
美
術
展
於
　
千
葉
県
立
美
術
館

第59回

お
願
い
…
来
年
・
再
来
年
は
県
立
美
術
館

が
耐
震
工
事
の
た
め
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

本
美
術
展
の
開
催
に
つ
い
て
は
検
討
中
で

す
が
、
良
い
ア
イ
デ
ア
が
あ
れ
ば
当
労
福

協
へ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
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絵画の部

（厚生労働大臣賞）推 薦

「秋の印旛沼」堀口 延子さん
渋い色調であるがメリハリが効いていて美しい。
手前に配置した竿がリズミカルに現代的な表現に
なっています。

（県知事 ･労福協賞）特 選

「山道」田中 忠孝さん
山岳の木道であろうかとても丁寧に心を込めて描いて
いて美しい。木や葉の表現も好感を持てます

（千葉テレビ放送社長賞）特 選

「ふと思いを巡らせて」
竹下 和代さん

日本伝統の水墨画で現代的な新しい表現に挑
んでいます。今後に期待したい。

準特選
（県知事 ･労福協賞）

奨励賞
（中央労金千葉県本部長賞）

奨励賞
（全労済千葉県本部長賞）

奨励賞（千葉県生協連会長賞）

佐藤　雅美

豊田　宗華

中島　陽子

金田一みね子

中村　　勲

安西　時雄

笹生　典子

後藤　美子

日山　　捷

時の軋み

あした

陽だまりに華やぐ

収穫

チェロを弾く女

わさび作業の女

孫たち

風の子

重い荷を背負って
万里を旅する

◦総評　千葉県美術会理事　竹久 秀樹 ────────────────────────────────────
今回は昨年よりも出品点数が少なく残念に思いましたが、作品の内容はかなり高レベルで力作が多く良い展覧会にな
ると思います。
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（
厚
生
労
働
大
臣
賞
）

（
県
知
事･

労
福
協
賞
）

（
千
葉
県
立
美
術
館
館
長
賞
）

推
薦

特
選

特
選

「
漢
詩
」
金
瀨 

陽
子
さ
ん

「
後
出
塞
」
西
﨑 

ひ
と
み
さ
ん

「
臨
：
開
通
褒
斜
道
刻
石
」

鳥
飼 

一
城
さ
ん

明快な作。一字一字が安定してお
り実力作である。もう少し墨量が
あっても良かったが、上々の作品。

渋味のある調和体作品。十分に
紙面に墨量を加え慎重に運筆し
て重厚味を出した。

開通褒斜道刻石の臨書作品。やや濃
いめの墨でじっくりと古隷の特徴を
表現した。自然で無理のない作品。

◦総評　社団法人書星会理事　宮負 丁香 ───────────────────────────────────
本年は作品が大幅に減少した。作品の内容は充実したものが多かった。
公募展の場合、どうしても大きな作品の方が得であり、出品する場合に考えていただきたい。

準特選
（県知事 ･労福協賞）

奨励賞
（中央労金千葉県本部長賞）

奨励賞
（全労済千葉県本部長賞）

奨励賞
（千葉県生協連会長賞）

瓜生　暉翠

長谷川晶雀

飯塚　定子

寺田　公翠

欺かざるの
記抄

雁塔聖教序

白居易詩

長恨歌

書の部
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（厚生労働大臣賞）

（千葉日報社社長賞）

推 薦

特 選

「ドブロヴニクの輝き」宮井 和子さん

「内緒話」
佐々木 浅雄さん

クロアチアのドブロヴニクを見事３枚に構成し、一点一点それぞれが、古都から現代に至る
までを表現している。色調も良く、婚礼の写真が入ることによって、より現代を象徴している。

犬とおばあさんのふれあいが何ともほの
ぼのと伝わってきます。往来の中で撮
影しておりますが、ややもするとバック
グラウンドがうるさくなりますが、この
作品はそれらを感じさせない力がありま
す。犬とおばあちゃんを見事に往来の中
から切り取った素晴らしい作品です。光
線もよく見て表現しています。

◦総評　千葉県写真家協会相談役　柏崎 育造 ─────────────────────────────────
今年は作品点数が昨年に比べて少ないのですが、選ばれた上位作品は大変優れていて、丁寧なものづくりをした心が
伝わってくる作品でした。全体に色調も良く、見ていて気持ちの良い作品揃いでした。

準特選
（県知事 ･労福協賞）

奨励賞
（中央労金千葉県本部長賞）

奨励賞
（全労済千葉県本部長賞）

奨励賞（千葉県生協連会長賞）

市原　未明

柳谷　直明

加藤道太郎

横張　正之

荒木美枝子

目黒　明子

丸山　幸夫

滝口　照影

平井　一雄

ヒョドリジョウゴ

驚天動地

佃島の夕景

リスの赤ちゃん

なかよし

花と蝶

気合い

楽しいひととき

お母さんの「まね」
（３才の女子）

（県知事 ･労福協賞）

特 選

「釣れたよ」
丸山 美由紀さん
釣り人と白鷺のふれあいが
そのまま伝わってくる素晴
らしい写真です。構図もよ
く、釣り人がシルエットに
なって、白鷺と釣り人の手
の表情がとても印象的です。

写真の部
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「
反
貧
困
全
国
キ
ャ
ラ
バ
ン
２
０
１
２

in
千
葉
」は
、９
月
20
日（
木
）～
22
日（
土
）

の
３
日
間
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
千
葉
県

弁
護
士
会
、
司
法
書
士
会
が
中
心
と
な
り

実
行
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、「
貧
困
問
題

を
考
え
る
懇
談
会
」
の
参
加
団
体
も
加
わ

り
キ
ャ
ラ
バ
ン
を
実
施
し
ま
し
た
。
千
葉

県
労
福
協
は
こ
の
実
行
委
員
会
の
一
員
と

し
て
連
合
千
葉
の
協
力
を
得
て
、
地
区
労

福
協
と
と
も
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。

キ
ャ
ラ
バ
ン
で
は
県
内
の
主
要
駅
頭
で

の
街
宣
行
動
、
学
習
会
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
、
駅
前
相
談
会
、
パ
レ
ー
ド
等
を
展
開

し
て
き
ま
し
た
。
学
習
会
は
県
内
３
カ
所

で
、
地
域
で
活
躍
し
て
い
る
団
体
が
、「
貧

困
を
考
え
る
」、「
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
づ

く
り
と
フ
ー
ド
バ
ン
ク
の
可
能
性
」、「
お

金
が
あ
っ
て
も
貧
困
？
～
支
え
合
う
地
域

社
会
で
脱
貧
困
！
～
」
を
テ
ー
マ
に
開
催

し
ま
し
た
。
最
終
日
は
千
葉
県
弁
護
士
会

主
催
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
法
律
・
福
祉
・

労
働
の
現
場
か
ら
考
え
る
社
会
的
包
摂
～

つ
な
が
る
、
ひ
ろ
げ
る
支
援
の
輪
～
」
に

参
加
し
キ
ャ
ラ
バ
ン
で
の
学
習
会
報
告
を

含
め
て
地
域
で
の
実
態
報
告
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。
終
了
後
、
キ
ャ
ラ
バ
ン
の
最
終

行
動
と
し
て
、
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
に
よ
り
千

葉
市
中
央
区
の
繁
華
街
を
「
真
面
目
に
働

い
て
も
貧
困
っ
て
何
故
だ
？
こ
の
国
に
格

差
な
ん
て
い
ら
な
い
ぞ
！
格
差
社
会
を
是

正
し
ろ
！
」
を
掲
げ
て
パ
レ
ー
ド
し
キ
ャ

ラ
バ
ン
の
全
行
動
を
終
了
し
ま
し
た
。

こ
の
キ
ャ
ラ
バ
ン
を
と
お
し
、
貧
困
の

現
実
や
多
く
の
団
体
の
取
り
組
み
が
共
有

化
さ
れ
、
団
体
間
の
連
携
の
輪
が
広
が
り

ま
し
た
。
そ
し
て
経
済
的
貧
困
、
関
係
性

の
貧
困
を
無
く
し
て
い
く
た
め
に
、「
人

間
ら
し
い
生
活
と
労
働
の
保
障
を
求
め
て
、

つ
な
が
ろ
う
！
」
の
つ
な
が
り
支
え
合
う

社
会
を
め
ざ
し
、
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と

を
確
認
し
た
キ
ャ
ラ
バ
ン
で
し
た
。

キャラバン2012    千葉in

9.22 シンポジウム

9.20 貧困問題を考える

9.21 お金があっても貧困？

9.21 JR船橋駅

88



貧困 全国反

9.21 フードバンク

9.20 JR柏駅

9.21 JR千葉駅

99



去
る
９
月
15
日
（
土
）
の
午
後
に
、
千

葉
県
労
働
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、

67
名
（
女
性
40
名
、
男
性
27
名
）
が
参
加

し
連
合
千
葉
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し

ま
し
た
。

そ
の
内
容
と
し
て
は
、
冒
頭
に
連
合
千

葉
男
女
平
等
参
画
推
進
委
員
会
・
鶴
岡
委

員
長
と
、
連
合
千
葉
・
黒
河
会
長
よ
り
挨

拶
を
受
け
ま
し
た
。

次
に
、
メ
イ
ン
の
一
つ
と
し
て
、
連
合

本
部
総
合
国
際
局
の
勝
又
麻
美
子
氏
よ
り
、

連
合
の
男
女
平
等
推
進
の
取
り
組
み
に
加

え
、
こ
れ
ま
で
の
連
合
で
の
仕
事
内
容
や

苦
労
話
に
つ
い
て
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
後
、
自
治
労
お
よ
び
航
空
連
合
よ

り
男
女
平
等
参
画
に
関
わ
る
活
動
に
つ
い

て
報
告
を
受
け
、
４
分
散
に
分
か
れ
て
意

見
交
換
会
を
行
い
ま
し
た
。

分
散
会
に
お
い
て
、
公
務
・
公
営
の
職

場
で
は
「
育
児
休
業
を
取
得
さ
れ
て
い
る

女
性
が
多
く
、
男
性
も
少
し
ず
つ
多
く

な
っ
て
い
る
」、
民
間
企
業
か
ら
は
「
育

児
を
夫
婦
で
分
担
し
て
い
く
の
に
、
男
性

の
意
識
改
革
が
必
要
だ
」
な
ど
の
意
見
が

出
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
「
産
別
報
告

で
紹
介
さ
れ
た
取
り
組
み
に
近
づ
け
た

い
」、
男
性
か
ら
「
改
め
て
男
女
平
等
参

画
と
い
う
問
題
は
社
会
の
意
識
改
革
が
必

要
で
あ
る
」
な
ど
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

い
ず
れ
に
し
て
も
各
産
別
・
単
組
の
取

り
組
み
と
課
題
に
つ
い
て
共
有
化
が
図
ら

れ
る
な
ど
有
意
義
な
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム
と

な
り
ま
し
た
。

座長による分散会発表

２
０
１
２
年
8
月
19
日
に
旭
市
の
千

葉
県
東
総
文
化
会
館
で
風
間
杜
夫w

ith

き
ゃ
ん
ひ
と
み
落
語
会
を
開
催
し
６
０
８

名
の
旭
市
民
の
方
が
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
旭
市
、
旭
市
社
会
福

祉
協
議
会
か
ら
後
援
を
受
け
、
千
葉
県
で

最
大
の
人
的
な
被
害
を
受
け
た
旭
市
の

方
々
に
勇
気
と
元
気
を
お
届
け
す
る
趣
旨

で
開
催
し
ま
し
た
。
生
活
協
同
組
合
ち
ば

コ
ー
プ
も
趣
旨
に
賛
同
い
た
だ
き
千
葉
県

産
食
材
で
作
っ
た
非
常
食
10
食
セ
ッ
ト
を

１
０
０
個
提
供
い
た
だ
き
、
入
場
時
に
抽

選
で
配
布
し
ま
し
た
。

落
語
会
の
後
は
吉
本
興
業
の
若
手
芸

人
4
組
に
よ
る
お
笑
い
ラ
イ
ブ
、
防
災

リ
ュ
ッ
ク
が
当
た
る
抽
選
会
を
行
い
、
会

場
は
笑
い
と
熱
気
で
包
ま
れ
ま
し
た
。

連合千葉
女性フォーラムが
開催されました

旭市復興応援イベント

風間杜夫withきゃんひとみ落語会
開催報告

（このイベントは旭市民の方のみを対象にご案内し開催しました）

連合千葉

全 労 済

きゃんひとみさん

10



全体会

分散会

勝又氏の講演

９
月
１
日
（
土
）、
市
川
市
の
江
戸
川

河
川
敷
を
会
場
に
「
九
都
県
市
防
災
訓

練
」（
千
葉
県
会
場
）
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
昨
年
は
、
東
日
本
大
震
災
の
関
係
で

中
止
さ
れ
た
た
め
２
年
ぶ
り
の
開
催
と
な

り
ま
し
た
。
訓
練
に
は
千
葉
県
労
福
協
、

連
合
千
葉
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
チ
ー
ム
の

皆
さ
ん
含
め
全
体
で
１
３
０
機
関
、
約
５
，

０
０
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

千
葉
県
生
協
連
は
、
千
葉
県
と
災
害
時

協
力
協
定
を
締
結
し
、
ま
た
、
日
本
赤
十

字
社
千
葉
県
支
部
と
災
害
時
緊
急
物
資
の

搬
送
協
力
協
定
を
締
結
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
毎
回
こ
の
訓
練
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
訓
練
に
は
、
ち
ば
コ
ー
プ
、
パ
ル

シ
ス
テ
ム
千
葉
、
生
活
ク
ラ
ブ
生
協
の
車

両
と
各
生
協
お
よ
び
生
協
連
か
ら
８
名
の

職
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

ま
た
、
主
会
場
以
外
に
市
川
市
主
催
に

よ
る
“
避
難
所
訓
練
”
が
市
内
２
箇
所
の

小
学
校
で
実
施
さ
れ
、
市
川
市
と
災
害
時

の
協
力
協
定
を
締
結
し
て
い
る
ち
ば
コ
ー

プ
が
、
市
川
市
及
び
九
都
県
市
か
ら
の
支

援
物
資
を
各
避
難
所
に
搬
送
す
る
訓
練
に

参
加
し
ま
し
た
。

現
在
、
千
葉
県
生
協
連
お
よ
び
会
員
生

協
は
、
千
葉
県
お
よ
び
県
内
23
市
町
、
日

本
赤
十
字
社
千
葉
県
支
部
と
災
害
時
の
協

力
協
定
を
締
結
し
て
い
ま
す
。
昨
年
の
東

日
本
大
震
災
で
は
、
こ
う
し
た
協
定
が
発

災
直
後
か
ら
発
動
さ
れ
、
当
日
の
夜
か
ら

約
２
週
間
の
間
に
、
千
葉
県
と
６
市
の
要

請
に
応
え
て
数
多
く
の
食
料
や
生
活
用
品

を
県
内
被
災
地
に
届
け
、
赤
十
字
千
葉
県

支
部
が
保
管
し
て
い
る
毛
布
な
ど
の
緊
急

物
資
の
搬
送
に
協
力
し
ま
し
た
。

生活クラブ生協、パルシステム千葉は応急救援物資受入搬入訓練に参加

ちばコープは医薬品等の輸送（左）と避難所への物資搬送訓練（右）に参加

九都県市防災訓練に参加

千葉県生協連

〈９月１日、千葉県会場〉

風間杜夫さん
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反貧困全国キャラバン2012in千葉

第59回

円 円

＜セブン銀行ATMご利用の場合＞ ＜全国のろうきん・セブン銀行ATMご利用の場合＞

中央ろうきんカードご利用手数料 公益財団法人日本対がん協会
「乳がんをなくすほほえみ基金」への寄付

0 1
お引出し7:00～19:00 ※

お預入れ7:00～23:00
を中央ろうきんが負担します。※

で

カードが
使えます。

※【ご利用時間】毎日7:00～23:00（ATM設置店により稼働時間が
異なる場合があります。）19:00以降のお引出しについては105円
（消費税含む）の手数料がかかります。お預入れ・残高照会は無料です。

中央ろうきんカードなら、
他金融機関やコンビニなどの
ATMご利用手数料を1口座あたり

いたします。

＊キャッシュバックサービスは、個人のお客様が対象となります。

※全国のろうきんATM、
セブン銀行ATMで中央ろうきん
カードをご利用いただくと、
お引出し・お預入れ１回につき
１円を中央ろうきんが負担し、
公益財団法人日本対がん協会
「乳がんをなくすほほえみ基金」
に寄付いたします。

月10回までキャッシュバック

中央

カードローン
「マイプラン」
のお取引きも
対象となります。

2012年3月末時点の
寄付総額は9,724,173円

となりました

ピンクリボン運動への支援活動に対し、
公益財団法人日本対がん協会より、感謝
状の贈呈を受けました。皆様のご理解・
ご協力に厚く御礼申し上げます。

「ピンクリボン運動」とは…乳がんの正しい知識を広め早期発見・早期治療の
大切さを啓発する世界的な運動です。

ろうきんイメージモデル
高垣麗子

〈中央ろうきん〉社会貢献・NPO活動


